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研究ノート

保育 におけるコロナ感染対策と音楽表現活動

神 原 雅 之 岡 林 典 子
（児童学科教授） （児童学科教授）

ここでは保育 のコロナ感染対策の状況や，その中で音楽活動はどのように行われているか実態を明らかに
するために調査を行った。その結果，各園では， 換気，消毒，手洗い，３密回避などの対策を られている，

～ 歳児はマスク着用無し， ～ 歳児は場面に応じて柔軟に対応されている， 表現活動は減少 に
ある。特に，歌唱や鍵盤ハーモニカの活動の減少が著しい， 発表会は時短，入場制限，時差等を講じて催され
ている。これらを基に，保育者養成の音楽教育に示 されることについて考察した。

ー ー ：コロナ感染，幼児，音楽表現，実態調査，保育者養成

年 から 的に流行し めたコロナ感染は，
私たちの日 生活に大きな をもたらしている。流行
当 は，コロナに感染しないためにどのような対策を講
じたらよいのか 報が した。様 な報道を通じて，
感染対策の基本的 報（３密の回避，マスク着用など）
が の間に 有されるようになった。現 は第
の 中である。私たちは に ズコロナの生活に馴
染んできた。ここに る には ク ンの開発・ が

し，当 の な状況は されてきている。
コロナ禍は教育活動にも大きな を及 している。

特に，音楽実技指導 の は大きい。音楽会は中 さ
れ，合唱や 楽などの活動は を なくされた。
３密回避，マスク着用などによって実 的な教育活動が
できない状況に直面した。
そこでクローズアッ されたのがオンラインを用い

た 方 遠隔授業である。この の報告はコロナ感染
以 にもみられた（深見ほか ）が， 年度以
その は 加 にある。コロナ禍の音楽指導について

し，弾き歌いの指導を遠隔で実践した報告など先行
研究は多い（石川 葛西 ）。筆者らも
年度に取り組んだ遠隔授業について報告した（神原・岡
林ほか ）。
さて，コロナ禍は保育 も無 ではない。その実

を報じた論文は つかあるが，コロナ禍の中で幼児の表
現活動がどのように実践されているかという報告は
だない。そこで本稿では，コロナ禍における幼児の音楽
活動の実態について することを試みた。この を
通して，保育者養成の音楽教育について考える一助とし
たい。

年 から 的に流行し めた新 コロナ
イ スの は，大学教育の授業形態を大きく えるき
っかけとなった。コロナ禍に い，養成機関における音
楽や表現に関する対面授業は，オンラインでの実 や対
面授業とのハイ リッ での形態を なくされ，担当
教 は様 に授業内容や方法の を試みている。ここ
では，そうした取り組みからみえてくる実践の成果や限
について る。
山田・横田 は，造形・音楽・身体表現を連携さ

せた総合表現の授業に取り組んでいる。コロナ禍での授
業形態の として，グ ー ごとに表現 作に取り組
み，スマート ンで した動画をオンラインで
するという方法を試みている。山田らは，グ ー 表現
の発表を動画 によって行うことについて，遠 法を
使った や ロッ の 入など動画作成の はみ
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られるが，カ ラの画面 に けての表現発表では対面
で発表することに て表現が さくなったことや，リ
ズムや動きの 期など対面の場合に生まれる発表者と
聴者の一体感を つことが しいことを指 してい

る。
また，和田・田中 は，これまで 年度・

年度に「 」と「音」に着目した総合表現の授業を試み
ていたが，音楽活動に制限が生じたコロナ禍の 年
度においては，授業 ーマの「 」の部分を「リズム」
に して，クラッピング（ハン クラッピング， デ
クラッピング， 踏みを取り る）によるグ ー

活動を実践している。授業形態は対面授業とオンデマン
授業を合わせたハイ リッ で，受講生 名を担当

者 名で クラスに分けて対面 を減らす や，
対面での発表会の動画をオンデマン で するとい
う もなされた。実践後，和田らは，「 に動くこ
と， を すこと，身体 ，道具の 用が制限される
感染防 状況下で，クラッピングは，言 表現活動と音
楽表現活動を連携させた授業実践 の可能性をもつ表
現手 となったといえる。新たな表現手法とその可能性
を る機会となったこと」に意 を見 している。また，
オンデマン による を行ったことについて「 分の
グ ー の発表を 的な目で見，他のグ ー の発表
と らし合わせて，見る が楽しめる表現のあり方を考
えることができた。」「対面授業では見ることのできなか
ったもう一方のクラスの発表画 を見ることで，表現の
方が多様にあることを った。」など，コロナ禍での

授業形態の によってもたらされた学生の学びにつ
いて言及している。
しかし，一方では， 間の使い方，表現の 形， の

使用について，実践の限 があったことも指 している。
例えば， 時であれば動きながら効果的に 間を 用
したり，多様な 形で表現したりしたであろうが，感染
防 を意 した結果，そのような表現がなされなかった
ことや，感染防 のため を すことが られる状況下
であるため， 習においていろいろな音 の を心 き
なく発する表現活動にはならないことなど，コロナ禍の
教材として限 があったことも めている。
また，岡野・平田（ ）は遠隔授業となったピアノ
レッスンについて，学生の多くが対面授業を んで

いることを理 した上で，学生 のアンケートより た
遠隔授業の リットとして「レッスン時間の リ リま

で 習できること」「 後もす に 習に取りかかれ
ること」などを げている。一方で，「 が い」「音
と画 が れる」「先生の手の動きがわからない」など，
遠隔レッスンにはデ リットが大きいことを指 して
いる。
以上の取り組みからは，遠隔授業の リットとデ リ

ットの 方が められるが，コロナ禍の がまだ見通
せない中での養成機関の授業は，それらの リット，デ
リットを理 しながらも， けて授業方法と内容を
する必要があろう。

筆者らは，コロナ禍において園生活で なことや，
コロナ流行 には見られなかった園児の などを教え
て頂くことを目的として，幼稚園を した（ 年

日 後，京都市の私立 幼稚園）。お を っ
たのは 教 であった。その結果を表１に めた。

マスク： 内ではマスクを着用している。 外では
マスクは外している。マスク着用は保 者の意 も
いながら対応している。マスクは 中 のリスク

もある。現 は（感染状況をみて） 事以外はマスク
を着けるようにしている。
歌唱： 参で歌を歌うときには「 さな で」「

しい で」と をかけている。園児は大きな で歌
いたくなるようだが。マスクは表 が見えない，
の動きが見えない（マ ス ー も使ってみたが
馴染まない），言葉が わりにくい。これは なこ
と。現 は場面に応じてマスクの 着を考えても
いのではないかと う。
発表会：コロナ流行当 （ 年）は歌唱を え

た。 の歌も歌わなかった。音楽会で歌は め，合
のみとした。コロナの状況を て， 年 の

発表会では歌も合 も取り組んだ。 上では一
とりの立ち を して んだ（ス ー 上に

い ， い などを けて上下 に をとって
んだ）。以 は 園児合 で実 していたが，密を

回避するために学年 で実 した（時間 を えて
開催，保 者入れ え）。マスクばかりの しか
らないのは い。そこで（合 の時）本 にマス
クを外した。歌あそびはマスク着用。ス ー を
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場するとき一 つ 分の名 などを言う機会があ
る。その時はマスクを外して すようにした。マイ
クを し，園児の さな を うようにした（マ
イクの消毒はその都度実 ）。 年の学園 体行
事では，歌はやめて合 で参加した。園児の歌いた
いという気 ちを受け めながら対応している。

教 のお の中では 年 に開催された音楽
会の も 聴させて頂いた。園児の歌 は びやかで
活気に ちていた。感染対策として られた様 な
（マスク 着，３密回避， び方，マイクの など）
も 見することができた。
ここで教示して頂いた内容を基 にして，次 で

るアンケート調査の を進めた。

コロナ禍の中，保育 においてはどのよ
うな対策を られているのだろうか。そして音楽表現活
動の状況を するためにアンケート調査を実 した。

時期 年 中 ～
対 ：京都市内の幼稚園（ 園）及び保育園（ 園）

計 園。この内，回 は 園（回 ）で
あった。
手 き：予め作成したアンケート用 （ ）

を し， 間後をめどに して頂くように
した。

アンケートに回 して頂いた園およびクラスの

を表 に示した。この表から，回 者は 歳児クラス
担 による 入が多いことがわかる。

クラス 園 平
歳児
歳児
歳児
歳児
歳児

年 合 無 入
無 入 無 入
計

各園のコロナ感染対策をみてみよう。感染対策を
「行っている」園は 園（ ），無 入が１園であ
った。つまり，ほ 園で取り組まれていた。そこで
具体的な対策について た。その結果を １に示
す。

に げた 目について，各園では，総じて い
合で感染対策に取り組まれている。この中で「３密

回避（ ）」「うがい（ ）」の が い。この
には様 な事 があるように われる。ここで
をみてみよう。その結果を表３に めた（ 面の

都合上， した回 は集 した）。この表から，各園
で「消毒」「 」「換気」そして「３密回避」に努め
ておられることがわかる。

手洗い

うがい

３密回避

や 子消毒

内の

マスク着用
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事中
ー ータオ の使用
事中の ー ー ン
（保育者は園児と一 に ない）

事や の園児の の 性者が た時
に 厚 者を特 するため）

事， 等は 日 じ場 にし，感染拡大防
や感染発 時の対応に えている

は じ方 を いて着席， を 分に分け
ている。時間の 入をしている
うがいは び らないように静かに行う。感染拡

大の時はうがい中
子どもの席に を取る， 一 に幼児 名で

ー ー ンをし， じ方 で着席
消毒
保 者が園内に入る に消毒， をして頂き，

子どもは入 に消毒をしている
トイレなどの子ども達が れる の消毒（ノロ

イ ス防 も めて）
具を 期的に消毒

手指消毒はア コー が な の子に使う 性
と使い分けしている
のり，ハ などはす て ちに り えた
おもち の消毒は 日実 。保育後に部 ，ロッ

カー， 等す て消毒。配 時， は手 。園 ス
は幼児が りるたびに座席の消毒など
コロナだけでなく，イン ン 等の感染予防

として アイーノを している

は で実

（以 は健 察表を作成し， して
もらっていた）は，ア リを 用し， の体 を
入してもらっている

はスタン タイ のものを （ に立てば
平 か かを察 してラン が ）
保 者の方にも健 察表を配 し，行事当日
日間 し， 入し，当日その表を 参してもらう
入 時に
換気
気 機， 機を し， に換気

保育 ， スなどは を開け，換気は十分に行っ
ている

をあける，換気 をつけるなどで をする
保育活動

な場 で歌ったり 本をみたりしていたの
を， に 子に座り，一 方 を いて一 の
をとる形にしている
年 ごとに活動， 年 が集まらない， の合
保育は密にならない
年 の 流を える。 は 名（ 学

生等の も えてもらっている）
合 参時は間隔をあけて座る
事の時に感染リスクが い。 かい合って楽し

く 事タイムということが ないことがとても
です。 はさすがに ません
子ども一 とりの間隔を十分にとり，歌う・

る・リズム びなどの活動をしている

幼児のマスク着用はどのように指導されているのだ
ろうか。その結果を と表 に示した。

にマスクを着用するように指導

保育の場面に応じてマスクを着用するように指導

外 びの場面ではマスクの着用はしていない

マスクの着用はさせていない

はい いいえ



─ 149 ─

保育施設におけるコロナ感染対策と音楽表現活動

～ 歳児はマスク着用無し，～ 歳児も基本的に
マスク着用を めていない（保 者の に一 ），
マスクの着用は のみ

歳以上はマスクを着用（外 びではマスクをし
ない）， 歳以下はマスクをしない
園外 る時にマスクを着用する
マスクは のみ 時着用。園児は 園時と

の ている子だけマスクを着用している
マスクは流行時やクッ ング等，時と場合によっ

て着用
歳児 歳児はマスク着用していない， 歳以上は

保 者の
しい 動時は外すようにしている

年度 まではマスクを着用するよう指導

していたが，その後は 意としている
園時や ス 時など， が集まる場でマスク

着用を している
内においてもリズム びの時は着用しない

（ い時期の）外 びではマスクを外し， しくな
れば着用している

１～ 歳児ではマスク着用を求めない園が どであ
った。 ～ 歳児も場面に応じて着用の有無を され
ている。無理のない柔軟な対応を模索されていること
がわかる。

音楽活動 の についてみてみよう。コロナ感染
は「音楽的な活動に を及 していると感じられて
いるか」を た。その結果を に示した。

に示されているように， の保育者がコ
ロナの を感じておられる。そこで，「感じている（
）」から「まったく感じていない（１ ）」までの

を求めた。その結果，平 （ ， ）
であった。この は，保育者がコロナの を く感じ
られていることを けている。
保育者の注意は に注がれているのか明らかにする

ために， の文 を基にして ー ーローカ
ストマイニングによる分 （

）を行った。その結果を
に示した。この から，保育者の注意は，「うたう」活

動と「鍵盤ハーモニカ」の活動に けられていることが
わかる。ここには，マスク着用による歌い さや 感
染リスクに対する があるように われる。

感じている
とても感じている
どちらでもない
感じていない
まったく感じていない
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表現活動の 度について た。ここでも「とても
えた（ ）」から「とても減った（１ ）」の

を求めた。その結果を に示した。ここに

げた活動は，い れも より い。つまり，感染拡
大によって音楽活動は減少，特に「歌う」活動の減少
が著しいことがわかる。

表 は，歌唱と鍵盤ハーモニカの活動について さ
れた を要 したものである（ の意見は集
した）。各園で られた具体的な様子を ることがで

きる。

鍵盤ハーモニカ
鍵盤ハーモニカや歌唱はマスクをは して活動し

ている

に つ座っていた を けにした（
かい合うのをやめて一 方 を いて座る）
感染状況により少し つ活動内容を えていっ

た。 期の は歌唱や鍵盤ハーモニカの活動を中
した。これは子どもたちの成 に を えてしま
ったように う
鍵盤ハーモニカを く を にし，それを
に行っている。鍵盤ハーモニカの イ はその都

度子ども 身で洗い かしている

歌う活動

合 などの活動

リズム びやリト ック

手 び
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鍵盤ハーモニカの活動時間を 分間に短縮。鍵
盤ハーモニカは ～ 歳児対 ，以 は本体を 有
（ ースは ち）していたが，いまは本体・
ース に ちにしている
鍵盤ハーモニカは使用しない。 や を使用

して音 あそびを行った
歌唱
歌を制限されている時は，手あそびなどをたくさ

ん取り入れるようにした
現 （ 年 ）は音楽活動も換気などの対策

をしながら通 通りに行なっている
年はコロナが 中だったので 園 で歌う

を減し，歌うときはマスクを着用した
子どもは 機能が な上， 中 の心配等も

ある。言葉の発 をする の大 がしっかり幼

児の を き取るために幼児はマスクを 要とした
歌う活動は 年度までは えていた，令和 年は

合唱を行う予

発表会はどのように催されたのだろうか。ま ，回
者 体に「発表会の開催に があったか」

た。 様，「とても した（ ）」から「まっ
たく しなかった（１ ）」の を 入して
頂いた。その結果，平 （ ）であ
った。これは多くの園でコロナの を く感じられ
ていることを けている。
発表会開催に う具体的な対応策について た。

その結果を に示した。表 には に され
た各園の取り組みを めた。

参 の保 者の入場者 を制限した（ 年までは
１ ，今年は ～ 程度）

年度は開催せ ， デオ をして保 者
に て頂いた
歌や合 時の び方は 後 の間隔を くとり

密にならないようにした

年は発表会直 にコロナ 性者がおられたので
動画で ていただいた
参 保 者のマスク着用，消毒をした
年の 動会は無 で開催し， を配

行事はこどもの成 の一つの 目と え，できる
だけ して開催する方 で考えている
年 の発表（リハー ）を年少が見学する等の

クラス 流が減ったので， いの え合い（技 面

発表会は開催しなかった

発表会はクラス 学年 に開催した

開催時間を短縮した

歌う活動は えた

楽 を用いる活動は えた

集 の活動は えた

動画の 聴を用いた

参 の保 者の入場 を制限した
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や気 ち，取り組み方など）の機会が無くなるのは
くない。今年度は年 クラス 年少 クラスの

ように いの発表を る機会を作っている
年度は行事の時に園児と大 （保 者）

の が少なくなるよう入 や の導 を
年度の 内行事は 制限し， 動会は時

間短縮し， 事無しで実 した
動会や作 ， りなどの行事を学年 ，時

間差で催した
の りでは 園児と保 者そして の子

や 園児を いているが，今年は 園児と保 者
（子ども につき保 者１名）に限 し，学年ご
とに時間を らせて催した

クラス集まっての行事はやめて，クラスごとに
がまわるなど 。 生会も各クラスで。 生

日には 生時だと分かる ッ ンをつけ，クラス外
からもお いの言葉をかけてもらえるようにした

感染対策に関して各園の や いを に し
て頂いた。それを ー ーローカ ストマイ
ニング（ ）を用いて
分 した。 はその結果である。この から「消
毒」「 」「鍵盤ハーモニカ」などの予防対策に注意
が注がれていることがわかる。 には，コロナ
禍に対する各園の い いも多く されていた。そ

れを表 に めた。ここにはコロナ禍の中で子どもた
ちにとって が なのか に模索されている様子
が われる。

感染予防に神経 になりす ない。以 から手洗
いやうがいがきちんとできるようにしている
コロナに対して いイ ー がつくと感染した時

や感染者に対しての言動につながってしまう れが
ある。心の対策が大 だと う

本等でコロナについて子ども達に えるように
した
子どもはマスクを上手に着けることができる。習

慣 すると服を着るのと じである
中の会 は えている（結果的に 事時間の

短縮にもなっている）
子ども達には可能な限りコロナ以 と じような

経験をさせてあげたいと う。 を えて取り組
めるように努めている（学年 で行う，保育 等の
消毒）
コロナ感染対策に取り組みながらも子どものため

にできることを考えている。コロナ以 のようには
できないが 形を えながら取り組んでいる（時間
短縮，外でリト ックなど）
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保育施設におけるコロナ感染対策と音楽表現活動

本稿では，コロナ禍における保育現場の対応と音楽表
現活動の実態を明らかにするためにアンケート調査を
行った。その結果，次のようなことがわかった。
・コロナ感染対策として，各園では換気，消毒，手洗

い，３密回避などの予防対策に努めておられる。座席間
隔や対面にならない座り方などにも配慮されている。
・ ～ 歳児はマスクの着用を求めない。 ～ 歳児は

場面に応じて柔軟に対応されている。
・表現活動は総じて減少している。特に，歌唱や鍵盤

ハーモニカの減少が著しい。
・発表会等の行事は，時間短縮，入場制限，時差開催

などの対策を講じて催されている。
このような実態を踏まえて，保育者養成機関ではどの

ような対応が求められるのか考えてみたい。私たちは，
今回のコロナ感染拡大を体験し，新しい生活習慣に馴染
んできた。そして３密回避やマスク着用などの対策が有
効であることを学んだ。今回の調査でも，各園でこれら
の基本的対策を実行し，感染状況をみながら柔軟に対応
されていた。しかし，その中で表現活動が十分に行えな
い現実も浮き彫りとなった。私たちはこの状況を克服す
るために，感染対策を講じながらもその中で可能な表現
活動の方法を考える必要性に直面している。幼児期には
他者との多様なかかわりを通して表現する楽しさを味
わうことが求められている。例えば，他者と目を合わせ
たり，身体の動きを用いたりして，音を注意深く聴く活
動などはその一例となるだろう。今後は，感染対策と表
現活動を両立しながらも，幼児が無理なく参加できる具
体的な表現活動のあり方について模索していきたい。

岡野七恵・平田道子 「コロナ禍における授業形態
の一考察－「音楽Ⅱ」の授業での取り組み－」『国際研
究論叢』 ，

山田悠莉・横田典子・滝沢ほだか 「造形，音楽，

身体表現を連携させた保育内容『表現』の授業研究⑨：
動画を使った表現の可能性」，『日本保育学会第 回
大会発表論文集』，

和田 幸子・田中 慈子 「コロナ禍におけるクラッ
ピング活動の教材性：リズムと言葉に着目した総合表
現の授業実践を通して」，関西楽理研究会編『関西楽
理研究』 ，

石川眞佐江（ ）「 流行下におけるオンラ
イン音楽実技指導の実際と課題」，『静岡大学教育学部
研究報告（教科教育学篇）』第 号，
葛西健治（ ）「子どもの歌のピアノ弾き歌い指導に
おけるオンラインレッスンの試み：コロナ禍の授業実
践における成果と課題」，『こども教育宝仙大学紀要』
第 巻，
神原雅之・岡林典子ほか（ ）「保育者養成課程にお
ける音楽教育方法に関する研究コロナ禍における「児
童音楽 」の授業を中心に」，『京都女子大学発達教育
学部紀要』第 号，
深見友紀子・中平勝子・赤羽美希（ ）「ピアノ弾き
歌いにおける遠隔・非対面指導の効果と課題」，『京都
女子大学発達教育学部紀要』第 号，

アンケート調査では，京都市内の幼稚園・保育園・
こども園のご協力を賜った。また，聴き取り調査では
幼稚園の新庄先生にご教示を頂いた。調査データの集計
作業では，本学児童学科学生３名の協力を頂いた。この
場を借りて厚く御礼を申し上げたい。

本研究は，京都女子大学 令和 年度研究経費助
成を受けている。
本稿の構成及び考察については神原が中心となって

進めた。執筆は１を岡林が，それ以外を神原が担当した。




